
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステキなえをありがとう 



「

「おなべおなべ 

にえたかな」 

こいでやすこ作 

福音館書店  

1995 年刊 

 

 

 

 

 

驚くほど暖かい日があったかと思うと、

風の強い寒い日があったり。それでも少し

ずつ日差しが長くなり、花咲く季節の春が

近づいてきています。暖かな春になるとと

もに、世の中も明るい季節になると嬉しい

のですが。 

さて、お久しぶりの一冊は、春になると

読みたくなる一冊『おなべおなべにえたか

な？』（こいでやすこ作 福音館書店 1995

年刊）をご紹介します。きつねの「きっこ」と、

いたちの「ちい」と「にい」のシリーズの最

初のお話です。このほかに三冊。季節の

違うお話があります。 

気持ちのいい春の日にキツネのきっこ

は、タンポポを摘んで、山の向こうのおお

ばあちゃんのところへ出かけていきます。

途中で出会ったイタチのちいとにいも一緒

に。おおばあちゃんは、ちょうどスープをコ

トコト煮ていました。出来上がったら、御馳

走してくれることに。 

ところが、そこにかあさんカラスがやって

きて、骨がのどに刺さった子ガラスを助け

てください。とやってきます。おおばあちゃ

んは、何でも治せる山のお医者さんなので

す。おおばあちゃんは、きっこにスープの

番を頼んで出かけていきます。 

きっことちいとにいは、おなべに聞きまし

た。「おなべ おなべ にえたかな？」すると

おなべは「コトコトコト にえたかどうだかた

べてみよ コト」と言います。お鍋に聞きな

がら、味見をして、塩を足したりバターを入

れたりして、おいしいスープができました。

ところが、いつの間にか、小さな仲間たち

も加わって味見をしているうちに、おなべ

がからっぽに。困っているうちにジュージュ

ー言い始めます。 

でも大丈夫。お鍋に教えてもらいながら、

水を入れて、お豆を入れて、塩コショウ。仕

上げに忘れずタンポポ入れて。おおばあち

ゃんが帰ってきたときには、おいしいタンポ

ポ入りのお豆のスープができていました。 

この絵本には、書かれている文字の何倍

もの物語が描かれています。主人公の表

情はもちろん、名もない様々な登場人物た

ちの様子、薪の火やスープの湯気、周りの

草花の様子が語っています。何度読み返

しても発見があるかも。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


